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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本工作機器工業会(JMAA)／財団

法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS B 1404 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 1404-1 第 1 部：用語 

JIS B 1404-2 第 2 部：試験方法 
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電磁クラッチ及び電磁ブレーキ― 
第 2 部：試験方法 

Electromagnetic clutches and electromagnetic brakes－ 
Part 2 : Test methods 

 
1. 適用範囲 この規格は，一直線上にある 2 軸の一方から他の軸へ，又は同心軸上にある駆動側から被

動側へトルクを伝達，遮断又は制動を行う電磁クラッチ及び電磁ブレーキ（以下，クラッチ・ブレーキと

いう。）の試験方法について規定する。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 1404-1 電磁クラッチ及び電磁ブレーキ－第 1 部：用語 

JIS C 1302 絶縁抵抗計 

JIS K 2213 タービン油 

JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS B 1404-1 による。 

 

4. 記号 クラッチ・ブレーキの記号は，図 1 による。 

 

 

図 1 クラッチ・ブレーキの記号 

 

5. 試験方法 クラッチ・ブレーキの試験方法は，次による。 

5.1 試験条件  

5.1.1 使用電源 直流平滑電源，単相全波整流未平滑電源，単相半波整流未平滑電源などを使用し，その

種類を明確にする。 

5.1.2 組付け状態 クラッチ・ブレーキを取り付ける回転軸は，水平組付け状態にして試験する。 

5.1.3 温度・湿度 JIS Z 8703 に規定する常温 (5～35 ℃) 及び常湿 (45～85 %) で試験する。 
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